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根室本線対策協議根室本線対策協議会会

事務レベル検討会事務レベル検討会議議

室線の平成２７年度の収入から費用を差し引いた

営業損失は、滝川 -富良野間が１１億８,３００万円、

富良野 -新得間が９億７,９００万円となっています。

　事務レベル検討会議では、設備のスリム化によっ

てどの程度の経費節減が可能か、利用促進によりど

れだけの増収が可能かなどについて調査検討を行い、

左のとおり中間報告をとりまとめました。 

根

旭旭川川旭川

富良富良野野

滝滝川川

富良野

滝川
根根室室根室

平成２７年度の根室線営業損失

新新得得新得

 《内訳許》
富良野 -新得間
  営業損失９億７,９００万円 

 《内訳虚》
　滝川 -富良野間  
　　営業損失１１億８,３００万円

：根室線   （滝川 -根室間）

：富良野線（旭川 -富良野間）

中間報告中間報告 

事務レベル検討会議による中間報告
（抜粋）

繋経費節減策では、駅の廃止、踏切の廃止、行

き違い設備の撤去、列車の見直しが考えられ、

その効果額は最大で見積もった場合でも、滝川 -

富良野間で１,３００万円、富良野 -新得間で１,１００万

円である。

罫利用促進策では、通学・通勤・通院・出張・

買物などの日常的な利用が必要不可欠であり、

その効果額は最大で見積もった場合でも、滝川 -

富良野間で４,８００万円、富良野 -新得間で１,１２０万

円である。

茎経費節減を進めれば利用者は減少し、利用促

進を進めれば経費は増額し、経費節減と利用促

進は反比例の関係にある。

荊よって、経費節減策、利用促進策、意識醸成

策を最大限に行ったとしても、滝川 -富良野間

の営業損失１１億８,３００万円、富良野 -新得間の営

業損失９億７,９００万円を抜本的に改善できる状

況にはない。

根室本線対策協議根室本線対策協議会会

事務レベル検討会事務レベル検討会議議

根室根室線線（（滝川-新得間滝川 -新得間））
営業損失営業損失 ２１２１億億６,２０６,２０００万円万円

中間報告中間報告 

４市２町１村で組織する根室本線対策協議会　４市２町１村で組織する根室本線対策協議会でで

は、平成２９年４月には、平成２９年４月に国国、北海、北海道、ＪＲ北海道と沿道、ＪＲ北海道と沿

線企画担当課長で構成する「事務レベル検討会議線企画担当課長で構成する「事務レベル検討会議」」

を設置し、鉄路の維持存続に向けた「経費節減策を設置し、鉄路の維持存続に向けた「経費節減策」」

「利用促進策」「住民意識の醸成策」の３点につ「利用促進策」「住民意識の醸成策」の３点についい

て議論しましたので、その概要をお知らせしますて議論しましたので、その概要をお知らせします。。

鰹鰹問問 企画振興企画振興課課　拶拶39‐39‐23042304

　４市２町１村で組織する根室本線対策協議会で

は、平成２９年４月に国、北海道、ＪＲ北海道と沿

線企画担当課長で構成する「事務レベル検討会議」

を設置し、鉄路の維持存続に向けた「経費節減策」

「利用促進策」「住民意識の醸成策」の３点につい

て議論しましたので、その概要をお知らせします。

鰹問 企画振興課　拶39‐2304
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　コスト削減に向けて考えられる主な経費節減策は次のと

おりです。仮に、１日の乗車人員が１０人以下の無人駅や、通

行量が１日５０台に満たず隣接踏切への迂回

が可能な踏切を廃止した場合、滝川 -富良

野間で１,３００万円、富良野 -新得間で１,１００万

円の経費節減効果が見込まれます。また、

使用頻度の低い行き違い設備を撤去するこ

とで（イメージ図参照）、１カ所当たり年間

約３００万円から４００万円の経費節減効果が見

込まれます。

富良野 - 新得間滝川 - 富良野間
最大効果
(A)

経費節減策 金 額
(A)×(B)

箇所数(B)
金 額
(A)×(B)

箇所数(B)

  ８００万円４カ所  ４００万円２カ所２００万円利用の少ない無人駅の廃止

  ３００万円３カ所  ９００万円９カ所１００万円
通行量が少なく、隣接踏切へ
の迂回が可能な踏切の廃止

１,１００万円１,３００万円合　　計

　大量・高速輸送という鉄道の強みを発揮し、輸送密度を向上させる

ためには、沿線住民の日常的な利用を大幅に増加することが不可欠で

す。そのため、事務レベル検討会議では、仮に考えられる日常的な利

用促進策を検討し、年間の効果額を試算した結果、滝川 -富良野間で

４,８００万円、富良野 -新得間で１,１２０万円の増収が見込まれます。

《イメージ図》

１経費節減策

経費節減策

　通行量が少なく隣接踏切への迂回が可能な踏切
　（通行量が５０台／日に満たない踏切）

節減効果（年間）

　１カ所当たり約１００万円

経費節減策

　利用の少ない無人駅の廃止
　（過去５年間平均１０人／日以下の無人駅）

節減効果（年間）

　１カ所当たり約１００～２００万円

２利用促進策 金 額富良野 - 新得間金 額滝川 - 富良野間利用促進策

  ６００万円

富良野 -南富良野（幾寅）間の
就業者通勤流動の約１割（現在
の利用の約１０倍）がＪＲを利用
した場合

 ３,０００万円

滝川 -赤平 -芦別 -富良野間の
就業者通勤流動の約１割（現
在の利用の約１０倍）がＪＲを
利用した場合

通勤での利用

   ４０万円

南富良野町（幾寅）における就
業者１０人が２回/月、札幌まで
の出張時に往復でＪＲを利用
した場合

  ４００万円

赤平市、芦別市、富良野市に
おける就業者５０人が２回/月、
札幌までの出張時に往復でＪ
Ｒを利用した場合

出張での利用

  ４００万円

富良野 -落合間の各駅から、富
良野市の病院への通院で２人/
日が往復でＪＲを利用した場
合

  ５００万円

東滝川、茂尻、平岸、上芦別、
野花南駅から、各市内の病院
への通院で１０人/日が往復で
ＪＲを利用した場合

通院での利用

   ８０万円

南富良野（幾寅）から４人/日が、
札幌での買物時（土・日曜日な
ど）に往復でＪＲを利用した場
合

  ９００万円

赤平市、芦別市、富良野市か
らそれぞれ２０人/日が、札幌で
の買物時（土・日曜日など）
に往復でＪＲを利用した場合

買物での利用

１,１２０万円４,８００万円合　　計



8822001188--22 FFuurraannoo

　鉄路の問題について、多くの市民に関心を持ってもら

うために、鉄道フォーラムや地域懇談会を開催し、マイ

レール意識の醸成に取り組みました。
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《事務レベル検討会議の構成メンバー》
滝川市、赤平市、芦別市、南富良野町、新得町、
占冠村、富良野市、北海道運輸局、北海道、上川
総合振興局、空知総合振興局、十勝総合振興局の
課長級職員、ＪＲ北海道の部長級職員　

　所で、８月２１日から１２月１０日までパネ
　ル展示を実施

鋸農作物を輸送する貨物列車を子どもた
　ちに親しんでもらうため、市内の小学
　生を対象に愛称を募集し、２８８件の応募
　の中から「ふらのベジタ号」が選ばれ、９
　月３日の「ふらのワイン・ぶどう祭り」
　で発表
漁まちづくり講演会の開催（8月21日）　

虚鉄道フォーラムin富良野の開催（平成28年11月14日）

許「鉄路」などをテーマにした地域懇談会を市内１５会場で開催

距広報ふらの８月号の特集企画「鉄路編」１１ページをＡ２サイ
　ズに拡大し、市内の公共施設や金融機関などの民間施設１６カ

鋸許

距

３住民意識
醸成策

虚

漁
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事務レベル検討会議で策事務レベル検討会議で策定定
したした中中間報告書は、市のホ間報告書は、市のホーー
ムページから閲覧できますムページから閲覧できます。。

富良野市 根室本線 中間報告 検  索

と　き　２月２０日鰹火 　午後６時３０分

ところ　文化会館大会議室

講　演　「富良野の 将 
あ

 来 づくり」を支える物流
す

講　師　 相  浦  宣  徳 さん
あい うら のぶ のり

　　　　　（北海商科大学大学院教授）

定　員　先着１５０人

参加料　無料

申込み　２月１４日鰹水 までに電話
　　　　で申し込みください。

申込／問合せ
　富良野市根室本線・富良野線利用推進協議会
　（企画振興課内）　拶３９‐２３０４

1

　昨年の「市長と語ろう地域懇談会」では、
地元農産物を運ぶ貨物輸送について、多くの
意見や要望がありました。そこで今回は、鉄
路における物流面に与える影響などを、みな
さんと一緒に考える講演会を開催します。

告
知 鉄道貨物輸送に関する講鉄道貨物輸送に関する講演演会会

みなさんと鉄路についてみなさんと鉄路について考考えますえますみなさんと鉄路について考えます

毎月行政情報などをお伝えしている、まちづくり
情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」。２月は
「鉄路問題」について分かりやすく解説します。

　放送日　２月２４日鰹土 　午前１０時～１０時４５分
　放送局　ＦＭ７７.１ＭＨｚ（ラジオふらの）

※毎月第４土曜日に市職員が、行政
　情報などをお伝えしていますので、
　ぜひ、お聴きください。


